
令和７ 年 3 月 31 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・お花見　・誕生日会　・ハロウィンウィーク　・クリスマスウィーク　・節分ウィーク　・苺狩りなど、利用者様からの声を大切にした楽しいイベントを用意しています。

家族支援
・連絡帳やお電話、送迎時の会話などで随時情報共有をするとともに、必要に応じて保護者相談などの場を
設けるなどで不安や困りごとへの相談援助を行います。
・家族会の開催

移行支援
・利用者様と関わりのある幼稚園、保育園や医療、福祉施設などとの情報交換や必要に応じて担
当者会議を行うなど、包括的支援を行える環境作りに繋がる支援を行います。

地域支援・地域連携 ・地域イベントへの参加や地区清掃など、地域との交流の機会を大切にしていきます。 職員の質の向上
・毎月の事業所会議
・法定研修を含む内部研修の実施
・外部研修への参加　など

支　援　内　容

本
人
支
援

・毎日の健康管理と必要な対応を行います。
・登降所時の身辺処理（靴の用意と着脱、荷物の整理、うがい手洗い、排泄、水分摂取など）を利用者様の特性にあわせて実施し、習慣化へと繋がる支援をしています。
・1日の流れやイベントの事前説明などには視覚支援を用いるなど、利用者様が理解しやすい方法で伝え、安心して過ごして頂けるよう支援しています。
・生活のなかでの課題や希望、必要性などに応じて、個別支援を提供しています。

・集団活動にて、運動や体操、散歩など体を使う取り組みを提供し、身体機能の維持、向上を図ります。
・集団活動や制作活動にて、視覚、聴覚、触覚を十分に活用できるよう、色々な体験を提供し支援します。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動機能の観察を行い、必要に応じて個別支援として支援を行います。

・利用者様が認知、解釈しやすいよう環境を整え、ストレスなく過ごすことができるよう支援します。
・日付や時間、スケジュールなどの確認を行ったり、ブロックや積み木などを用いた遊びを提供するなか、色や数字、数量などの概念獲得へ向けた支援を行います。
・認知の偏りを把握し、適宜支援を行うことで拘りなどを軽減出来るよう支援します。
・集団活動や制作活動にて、各感覚を刺激し興味の幅を拡げることができるよう支援します。

・絵本や絵カード、言葉遊びや紙芝居などを通して、言葉への意識を高められるよう支援します。
・利用者様の特性に応じた課題などを設定し、読み書きの能力向上を図ります。
・集団活動を通して、他者とのやりとりの場を提供し、必要に応じて職員が間に入り援助、支援を行います。
・円滑なコミュニケーションがとれるよう、言葉の選択などの助言、指導を利用者様に寄り添いつつ支援します。

・集団活動を通して、ルールやマナーなどを守ることや、協調した関わりを持つことができるように支援します。
・思いに寄り添った言葉がけに努め、利用者様との良好な関係形成を図ります。
・職員がモデルケースとなり、他者との交流経験を積むことができるよう支援します。
・他者との適正な距離感が把握できるよう適宜声掛けを行い、他者との良好な関係形成を支援します。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 放課後等デイサービスめろす 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念
・いかなるハンディがあっても、人として生きる尊厳が認められ、生活の主になること
・信望愛を中心とする福祉実践として、支え合う暮らしの実現をめざすこと
・そこに住む人の一粒となり、開かれた里づくりをめざすこと

支援方針
・同世代の子ども同士が楽しく安全に過ごす場面を提供し、余暇の充実を支援します。
・基本的生活習慣のなかで、できることへのスキル向上を目指します。
・全体、個別で行うプログラム活動を実施します。


